
新たな取組みの概要紹介について

平成２５年１１月１５日

熊本市健康福祉子ども局

障がい保健福祉課
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熊本市障がい者施設商品コンクール（oto GP 2013）

１ 目的

障がい者施設では、商品を作って販売し、その売上げが施設で働く障がい者の
工賃となっているが、施設の売上げは伸び悩んでおり、工賃の水準も低い現状。

そこで、障がい者施設の商品力を高め、商品の販売促進を図ることで、工賃等
の水準の向上につなげることを目的に開催。

２ 概要

●ＮＰＯ法人クローバーアートと協働事業として実施。
●熊本市内の障がい者施設（就労継続支援事業所Ａ型、就労継続支援事業所
Ｂ型、生活介護事業所、地域活動支援センターなど ）を対象に商品募集

〔開催日時〕 平成２５年９月２７日（金）１４時３０分
〔会 場〕 熊本市市民活動支援センター あいぽーと
〔応募施設数〕 ２４施設
〔応募商品数〕 ５９点（食品２３点、手工芸品２６点、アート１０点）
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コンクール受賞商品と副賞

◆グランプリ

和三盆クッキー
ライン工房

缶バッジ
しょうぶの里

おさかなつりセット
こまちの森

カレースプーン 第二ぎんなん作業所

（手工芸品部門最優秀賞）
各部門の最優秀賞商品の中でも、手作りの感じが温かく、
製品としての需要も高いという点が評価されての受賞。

◆食品部門最優秀賞 ◆アート部門最優秀賞 ◆審査員長特別賞

●印刷物 oto（おと。）へ掲載
●東急ハンズ熊本店で販売
●熊本市ＨＰ等で商品ＰＲ

●フランス・エクサンプロヴァンス市のクリスマス
マーケットに出展紹介

●販売促進用シールの贈呈 など
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熊本市障がい者就業・生活支援センターの設置について

管理者1名
（熊本市設置）

熊本市障がい者就労・生活支援センター

（職員）
就労支援員（職場開拓員、ジョブコーチ） ２名
生活支援員 １名

（業務内容）
・就労支援 ・定着支援 ・生活支援
●特に下記の内容を充実
・求人開拓（求人開拓員による企業訪問、雇用先確保、
ジョブコーチによるきめ細かいフォローアップ）

（国・県設置）

熊本障害者就業･生活支援センター

（職員）
就労支援員 ２名（国）
生活支援員 １名（県）

（業務内容）
・就労支援 ・定着支援 ・生活支援

一体的に活動

くまもと障がい者ワーク・ライフサポートセンター「縁（えん）」

障がい保健福祉課
・障害福祉サービス（就労移行支援、就労継続支援A型・B型）
・就職支度金（就労系サービス利用者が就職等による自立する場合（36,000円1回限り） ）
・障がい者嘱託員雇用（年間6名程度）
・障がい者インターンシップ受入（年間10名程度）
・障がい者就労支援ガイドブック（利用者用）の作成と配布（H23年度作成、毎年更新） ※自立支援協議会就労部会
・障がい者雇用促進ガイド（企業用）の作成と配布（H25年度作成） など

産業政策課
・障がい者雇用奨励金（4,000円×12ヶ月 ※重度障がい者は6,000円）
・障がい者雇用促進奨励金（10,000円×12ヶ月）

こころの健康センター
・就労準備デイケア
（認知機能のリハビリテーション、自己管理プログラム、作業療法、生活技能訓練、働くための情報取得）

熊本市

所在地 ： 熊本市中央区大江５丁目１５－７ 八木ビル１－Ａ
電話番号 ： ０９６－２８８－０５００

連
携

（イメージ図）

3

資料１－２



くまもと障がい者ワーク・ライフサポートセンター「縁（えん）」の役割

【就業】

○就職にむけての準備
（訓練・実習など）

○就職活動の応援

○定着支援

○事業主への支援

【生活】

○安心して求職活動する
ための助言（お金・健康
・住まい等）

○安定して働くための助言
（お金・健康・住まい・

余暇活動等）

○関係機関との連絡・調整

ハローワーク

職業センター

訓練校

就労支援機関
（A型・B型・移行支援）

福祉行政機関

医療機関

相談支援事業所事業所

ご家庭

利用者の方々の「働きたい」「働き続けたい」という願いを実現していくため
に、必要なサービスや支援機関につなげ、つながっていくこと（応援団作り！）

利用者

センター

相談に来られた方の「はらたきたい・はたらき続けたい」という思いを実現していくために、
必要なサービスや支援機関は何かを一緒に考え、つなげ・つながっていくためのサポート！

応援団作り
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【窓口・２名】 【活動支援・２
名】

【職場開拓・１名】 【定着支援・１名】

役割：トータルサポート

新規相談の受付
↓
インテークとアセスメント
↓
支援計画の作成
↓
活動支援ワーカーと支援計画
の内容検討
↓
ご利用者と直接支援ワーカー
と３者で更に支援計画の内容
を更に検討

＊必要に応じて職場開拓員と
定着支援員にも紹介する

＊継続して定着まで関わって
いく

役割：活動支援

・福祉サービスへつなぐ
（移行・Ａ・Ｂの見学同
行や体験・面接の調整）

・ハローワークでの求人
検索同行

・相談支援事業所への橋
渡し（年金や手帳の申
請・グループホーム探し
などの依頼）

＊希望求人については職
場開拓員に相談し、面接
には同行してもらう

役割：職場開拓

・登録者の希望に沿った
求人や職場実習受け入れ
企業を探す（独自に・Ｈ
Ｗや職業Ｃとともに）

・移行支援事業所との連
携（モニタリングに参加
し希望求人をともに開拓
する）

・Ａ型やＢ型事業所を訪
問し、一般企業への就職
を希望されている方のサ
ポートを行う

＊関係機関への報告

役割：ジョブコーチ

・実習からのサポート

・その人に合ったタイ
ミングや方法での定着
支援

・訪問先の求人情報を
職場開拓員に伝える

・定着の様子を各関係
機関へ報告

くまもと障がい者ワーク・ライフサポートセンター「縁（えん）」の体制

（市設置）
熊本市障がい者就労・生活支援センター

（国・県設置）
熊本障害者就業・生活支援センター 5
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